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1． はじめに  

 
毎年の地盤工学研究発表会で，男女共同参画およびダ

イバーシティに関するセッションを 2005 年以来継続し

て開催している。今年は，“地域に根ざしたダイバーシテ

ィ”というテーマで，開催地周辺で活躍中の方々に焦点

を当て、土木学会，土木技術者女性の会との共催で一般

公開の特別セッションを実施した。 
 

2． セッションの概要 
 

特別セッションは，大会 1 日目の 7 月 14 日午後に行わ

れた。参加者は 40 名弱であり，例年よりやや少な目であ

った。参加者に対して実施したアンケート調査によると

（男性 15 名、女性 9 名）、幅広い年代，および職種の方々

にご来場いただいていることがわかった。 

 

2.1 地盤工学会におけるダイバーシティ推進 

男女共同参画・ダイバーシティに関する委員会の活動

も 3 年目となり、様々な取組みを実行に移している。そ

のひとつが昨年の研究発表会で初めて開催し好評を得た

女性会員交流会のサロン土カフェ W である。お茶とお菓

子を囲みながら会員の相互交流を図っていただく企画で、

今年は当日の飛び入り参加を可とし、男女関わらず周辺

を歩いている方々を積極的に会場に誘い込む作戦を取っ

たところ、30 名ほどの参加がありたいへん盛況であった。 

その他、会員支部部で昨年度から時限付で施行してい

るダイバーシティ促進のための会費減免措置について紹

介した。これは、２０代以下の若手会員（半額）、３０代

の女性会員（半額）、身体に障害を有する会員（全額）、

産休・育休取得中の会員（全額）を対象に、年会費を減

免する制度である。地盤工学会の会員構成（2012 年 6 月

現在）は図１に示すように 20 代の会員が著しく少なく、

地盤工学会の 10 年後、20 年後が危ぶまれる状態となっ

ている。また、女性会員比率も一見して少ない。学生会

員の方々には卒業後も継続していただけるように、若手

技術者の方には負担少なく入会していただけるように配

慮し、将来の地盤工学会を支えてくれる人材の確保を狙

っている。現在本制度の利用者（自己申告制）は、半額

免除：189 名、全額免除 38 名である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 地盤工学会の会員構成（2012 年 6 月） 

 

2.2  若手女性会員のロールモデル 

函館高専の片岡沙都紀氏

に、若手女性会員のロールモ

デルとして、これまでのキャ

リアを振り返っていただくと

共に高専でのダイバーシティ

の現状をお話いただいた。片

岡氏は、工業大学学生～高専

教員という経歴を辿ってきた

ため、常に少数派の立場であ

ったはずであるが、学生時代

は不自由を感じる事はなかったという。もとより博士課

程で研究対象としていたメタンハイドレートの研究プロ

ジェクトは多国籍メンバーからなるチームで取り組み、

ダイバーシティが自然に創出されていたのであろう。ま

た、女子学生が少ない環境では、学科を超えた女子学生

の交流が深まり、いわゆる同期の女子学生どうしたいへ

ん仲が良かったという。少数派故に結束が高まるという

のはメリットといえるであろう。しかしながら高専では、

女性教員が極端に少ないことから、他学科を含めた女子

学生対応など様々な仕事が集中し、職場内に相談できる

女性教員の先輩がいないという固有の悩みを抱えている。

これを乗り超えるきっかけとなったのが、女性土木技術

者のネットワークである土木技術者女性の会で様々な先

輩の話を聞いた事だそうである。多くの人に助けられて

ここまで来た事を感謝し、今後は後進を助ける側として

も貢献したいという決意が感じられた。 

写真－1 片岡沙都紀氏 



2.3 大学におけるダイバーシティ 

室蘭工業大学の木幡行

宏教授より大学における

男女共同参画推進の取り

組みについてお話しいた

だいた。全国の大学の中

で女性教員比率が最低と

いうことで、このまま放

置しては大学全体の評価

にも影響しかねないとい

う危機感から、学長の特

命を受けて男女共同参画推進室長として取り組んでお

られるとのことである。工業大学はもともと女子学生が

少ないので、女性研究者、女性教員として成長する母数

も少ない。事実、前述の女性教員比率ワースト 10 の中

には工業大学が大半を占めている。室蘭という場所も、

工業都市のイメージが強いためか、遠方からの応募者に

対する吸引力に欠けるようである。女子学生寮を建設し

たり、女性教員の採用枠を増やしたりと、入れ物や仕組

みを作って手を尽くしているが、肝心の応募者が無く、

なかなか顕著な功を奏しないということである。もはや

一大学だけで解決できる問題を超え、大学間のネットワ

ークはもとより、学会を含めて多方面からの支援が必要

と感じた。 

 

2.4  ワークライフバランス 

３歳の息子さんを育て

ながら青森県庁に勤務さ

れている藤森由美子氏か

らは、ご自分の育児経験

を通して、家庭と仕事の

両立に関する考えをお話

いただいた。出産・育児

により長期の休暇を取ら

ざるをえないことについ

て心配していると、先輩

から〝出産には準備（妊

娠）期間がある“とアドバイスされ、気が楽になったと

いう。確かに、子供は突然産まれるわけではないので、

本人も家族も職場の同僚にとっても、少なくとも数ヶ月

の準備時間があるのだと前向きに捉えることができる

であろう。どんなに準備したとしても、生まれてみれば

その時々で乗り越えなくてはならない不測の事態も多

いのは事実ではあるが（東日本大震災では、藤森さんも

お子さんを預けて震災対応に奔走したとのこと）、ワー

クライフバランスは実践していくうちにその人なりの

やり方が身についてくるのだと思う。出産か仕事かで迷

っている人へのアドバイスとして、 

・事前に準備が可能＝周囲への迷惑を最小限にできる 

・積極的な人脈づくり＝悩みを解決するヒント有 

というメッセージをいただいた。 

 

2.5  八戸シビルレディの取り組み 

八戸工業大学の東田彩乃氏

から、八戸工業大学環境建設

工学科の女子学生が中心とな

るネットワーク（Hachinohe 

Civil Lady：HCL）についてご

紹介いただいた。八戸を中心

に勉強会や見学会などを行い、

北東北における女性土木技術

者のネットワーク形成の拠点

として期待される。 

 

2.6 討議・意見交換 

会場からの討議・意見交換をいくつか紹介する。 

・以前に比べて、ワークライフバランスへの取り組みが

個人の努力から組織の対応へと進化したのを感じる。ま

た、いろいろな所でネットワークが生まれているが、こ

のような動きを把握しているところはあるのか？ 

→ 各所で自発的にネットワークが形成されているの

で、把握しきれているわけではない。ネットワーク同

士の情報交換や共有などで学会の場が利用できるよう

にお手伝いしたい。 

・少数派に役割が集中することによる負担感はないか？ 

 → 負担が集中することはある。しかし、自分が貢献

できるという充実感もあり、前向きに考えている。 

・ワークライフバランスの実践には、技術者・研究者の

評価のあり方が切り離せない問題である。長時間労働～

労働時間に応じた成果～評価と連鎖することを考える

と、行き過ぎた成果主義がワークライフバランスの実践

の障害となりかねない。 

→ 難しい問題。しかし、組織によっては長時間労働

への偏重は徐々に改善している。 
 

3． ダイバーシティ推進に向けて 
 

男女共同参画・ダイバーシティ特別セッションは今年

で８回目になる。学会にとってのダイバーシティ推進の

意義については繰返し訴えているところであるが、ダイ

バーシティ（多様性）という言葉のわかりにくさもあっ

てまだまだ浸透しているとは言えない状況である。地盤

工学会が様々な立場の方にとって役に立ち個性を生かせ

る場であるために何ができるか、これからも考えていき

たい。来年の研究発表会（富山）に向けて、北陸支部で

は女性技術者のネットワーク“雪割草の会”が結成され、

活動を開始したということである。それぞれの地域でネ

ットワークができ、学会をきっかけに交流が深まるのは

たいへんうれしいことである。また、今秋、若手会員に

ご参集いただき、ワールドカフェ方式（共通のテーマで、

小グループに分かれ、一定時間ごとに相手を変えて議論

する方法）で、地盤工学会の魅力向上方策について話し

合う予定である。詳細は別途告知するので、（自称）若手

会員の方々には積極的な参加を期待したい。 

(原稿受理 ****.**.**) 

写真－2 木幡行宏氏

写真－3 藤森由美子氏 

写真－4 東田彩乃氏 
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口絵写真 サロン･土･カフェ Wの様子－歓談中－ 
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口絵写真 「サロン･土･カフェ W」を終え，皆で記念撮影 

 

 

 


